
■ JR関内駅
　 南口徒歩３分
■ 伊勢佐木長者町駅
　 ２番出口徒歩３分

最寄駅

ふれあい横浜ホスピタル
２階 会議室

会 

場

事前予約で参加が可能（電話受付）

大通り公園

横浜
スタジアム

関内駅

地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

南
口

会場
ココ

ふれあい横浜ホスピタル
☎045ｰ681ｰ5101（代表）
横浜市中区万代町２ｰ３ｰ３

お問合せ・ご予約

　整形外科分野である「関節外科」を受
診される方は、ほとんどが膝関節手術を受
ける前か、術後が多く、年代によって手術の
種類は異なりますが、膝の治療は幅広い患
者さまが受けています。今回は手術方法を
中心に、「関節外科」について説明します。

膝関節の手術方法
事前予約で会場にて無料聴講参加方法

6月11日（水）14:00から日 時 講 

師
医師赤松 泰

整形外科
ふれあい横浜ホスピタル

医学講座 １５名無料・予約順

マスク着用の上、ご来場ください

■ 路線バス
    バス停「汐見台ストアー前」徒歩２分

■ 無料病院バス（時間帯にご注意ください）
    磯子駅・屏風浦駅・上大岡駅から

康心会汐見台病院
５階 会議室

会 

場

康心会汐見台病院
☎045ｰ761ｰ3581（代表）
横浜市磯子区汐見台１ｰ６ｰ５

お問合せ

　病気やけがの治療で大切な「薬」。一方
で、薬はその目的の効き目だけではなく、副
作用の危険性も考えていかなければなりま
せん。そこで今回は、薬学博士である当院
の薬剤科の科長が講師となり、薬を安心し
て使うための基本的な知識をお伝えします。

わかりやすいクスリの基礎知識
会場にて聴講参加方法

6月24日（火）14:00～14:30日 時
〈予定〉

薬剤師伊藤 淳雄
薬剤科 科長
康心会汐見台病院

講 

師

医学講座 参加無料・予約不要

詳細または
ご応募は
こちらから
　　▶▶▶

一般病棟

産婦人科病棟

回復期リハビリ
テーション病棟

障害者病棟康心会汐見台病院

磯子区汐見台1-６-５
ケアミックス型の総合病院

（担当／総務課 赤岡）お問合せ 045 -761-3581

看護師を大募集！常勤

経験に応じて優遇
月給240,200円～

常勤スタッフ 数名

非常勤スタッフ 数名

介護職員初任者研修
（旧ホームヘルパー２級）

資格不問

横浜市鶴見区東寺尾4-4-22
ふれあい鶴見ホスピタル医療法人社団

康心会

給与などの詳細、ご応募はこちら▼

tsurumi@fureai-g.or.jp
045-586-1717看護補助 お仕事の

いつの時代も求められる
安定の職種に就きませんか？

血液を浄化するために

移植か人工透析か
腎臓が病気になったら

ふれあい横浜ホスピタル

毎回送迎、リハビリも並行
人工透析治療

に
な
っ
た
場
合
で
も
、
透
析
治
療

を
続
け
な
が
ら
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
院
の
医
療
社
会

サ
ー
ビ
ス
部
（
左
記
電
話
）
に
お

問
い
合
わ
せ
を
。

■
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１
㈹

横
浜
市
中
区
万
代
町
２
の
３
の
３

と
す
る
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
、
定
期

的
に
採
血
や
胸
部
Ｘ
線
検
査
、
心

電
図
検
査
な
ど
に
よ
っ
て
早
期
か

ら
合
併
症
の
危
険
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
体
制
が
あ
り
ま
す
。

チ
ー
ム
医
療
で
総
合
管
理

　

担
当
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
よ
う
に

話
し
て
い
ま
す
。「
当
院
の
透
析

治
療
は
、
チ
ー
ム
医
療
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。医
師
を
リ
ー
ダ
ー
に
、

看
護
師
や
看
護
助
手
だ
け
で
な

く
、
透
析
機
器
や
用
液
の
管
理
を

行
な
う
臨
床
工
学
技
士
、
食
事
の

栄
養
指
導
を
担
当
す
る
管
理
栄
養

士
、
通
院
相
談
等
に
対
応
す
る
医

療
相
談
員
、
リ
ハ
ビ
リ
の
国
家
資

格
を
も
つ
理
学
療
法
士
な
ど
、
患

者
さ
ま
の
よ
り
よ
い
サ
ポ
ー
ト
の

た
め
に
、
多
職
種
の
メ
ン
バ
ー
で

チ
ー
ム
を
構
成
し
て
い
ま
す
」。

　

同
院
で
は
、
透
析
通
院
に
よ
る

患
者
の
身
体
的
・
時
間
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
無
料
で
送
迎

を
提
供
し
て
い
ま
す
（
送
迎
範

囲
に
つ
い
て
は
事
前
相
談
が
必

要
）。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
の

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
」
を
も
つ
病
院
な
の
で
、
脳

血
管
疾
患
や
大
腿
骨
骨
折
な
ど
を

発
症
し
、
リ
ハ
ビ
リ
治
療
が
必
要

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
で

は
、
腎
臓
の
診
察
（
内
科
）
や
、

腎
不
全
を
抱
え
て
い
る
人
に
人
工

透
析
治
療（
血
液
透
析
）を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

透
析
室
で
は
、
医
師
を
は
じ
め

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
病
院
に
設

置
さ
れ
て
い
る
医
療
機
器
を
使
っ

て
行
な
う
の
は
、
血
液
透
析
で

す
。
血
液
を
一
時
的
に
体
の
外
に

出
し
、
人
工
腎
臓
（
ダ
イ
ア
ラ
イ

ザ
ー
）
を
通
し
て
老
廃
物
や
余
分

な
水
分
を
取
り
除
き
、
き
れ
い
に

な
っ
た
血
液
を
体
内
に
戻
し
ま

す
。
こ
れ
を
一
生
涯
に
わ
た
っ
て

繰
り
返
し
て
い
き
ま
す
。
腎
臓
の

健
康
状
態
が
心
配
な
場
合
は
、
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
蛋
白
尿
】
ま
た
は
【
糸
球
体
ろ

過
量
の
低
下
】
が
３
カ
月
以
上
続

く
場
合
は
、
腎
臓
に
病
気
を
抱
え

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

生
涯
に
わ
た
っ
て
続
け
る
治
療

　

腎
臓
病
が
進
行
し
て
回
復
が
見

込
め
な
い
状
態
（
慢
性
腎
不
全
）

ま
で
悪
化
す
る
と
、
通
常
は
腎
臓

が
行
な
っ
て
い
る
血
液
の
ろ
過

を
、
自
分
の
腎
臓
で
は
十
分
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
人
工
的
に
血
液
を
浄

化
す
る「
人
工
透
析
治
療
」か
、「
腎

移
植
」
に
よ
っ
て
生
命
を
維
持
す

る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

　

人
工
透
析
治
療
に
は
、「
血
液

透
析
」
と
「
腹
膜
透
析
」
の
２
つ

　

腎
臓
の
病
気
は
、
数
カ
月
か
ら

数
年
か
け
て
少
し
ず
つ
進
行
し
て

い
く
た
め
、
異
常
が
起
き
て
い
て

も
自
覚
症
状
が
ほ
ど
ん
ど
な
く
、

検
査
に
よ
る
数
値
で
腎
臓
の
状
態

を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。ふれあい横浜ホスピタルの透析室

車椅子用の送迎車も用意されている

透
析
機
器（
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
）

取材協力

眼
底
検
査
は
定
期
的
に
受
け
よ
う
！

目
の
奥
か
ら
得
ら
れ
る
健
康
情
報

網
膜
、視
神
経
、血
管
な
ど
を
観
察

康
心
会
汐
見
台
病
院 

眼
科

高
齢
の
白
内
障
手
術
か
ら
小
児
斜
視
ま
で

専
門
治
療
で
日
常
生
活
を
快
適
に

ま
せ
ん
。し
か
し
白
内
障
手
術
は
、

70
代
ま
で
に
お
受
け
い
た
だ
く
こ

と
で
、
よ
り
高
い
回
復
効
果
が
見

込
め
ま
す
。
患
者
さ
ま
か
ら
も
、

『
80
代
で
な
く
、
も
っ
と
早
く
手

術
を
受
け
れ
ば
よ
か
っ
た
』
と
の

お
言
葉
が
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

当
院
で
は
、
横
浜
市
大
の
眼
科

学
教
室
と
連
携
し
、
成
人
だ
け
で

な
く
、
小
児
の
斜
視
や
弱
視
な
ど

を
含
め
た
幅
広
い
診
療
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、『
眼
底
検
査
』

（
健
康
診
断
項
目
）も
当
科
で
扱
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
目
の
心
配
事

は
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

取
材
協
力
／
康
心
会
汐
見
台
病
院

☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１
㈹

磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

的
な
眼
科
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
白
内
障
手
術
（
手

術
時
間
は
お
よ
そ
20
分
）
は
そ
の

一
つ
で
す
。
同
院
で
は
、
１
泊
２

日
の
入
院
を
経
て
、
目
の
清
潔
を

保
持
し
な
が
ら
翌
日
か
ら
日
常
生

活
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

「
70
代
ま
で
に
」が
一
つ
の
目
安

　

同
院
の
眼
科
科
長
の
金
田
医
師

は
、次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

「
目
の
疾
患
は
徐
々
に
進
行
し
て

い
く
の
で
、
ご
本
人
が
お
気
付
き

に
な
ら
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り

　

眼
科
疾
患
は
高
血
圧
症
や
糖
尿

病
な
ど
と
の
関
係
が
深
く
、
診
療

で
は
、
内
科
や
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
医
療
連
携
を
図
る
こ
と
が
、

通
院
者
の
よ
り
良
い
治
療
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
眼
科
で

は
、
地
域
の
内
科
医
院
や
ク
リ

ニ
ッ
ク
と
連
携
し
な
が
ら
、
専
門

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
眼
科
は
、
医
学
博
士
で
あ

る
金
田
医
師
を
中
心
に
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

常
勤
の
視
能
訓
練
士
（
国
家
資
格
）
も
い
ま
す
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病

気
は
初
期
に
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん

ど
な
い
の
で
、
眼
底
検
査
は
、
有

効
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
早
い
段

階
で
の
発
見
が
で
き
る
貴
重
な

ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。
特
に
高
血

圧
や
糖
尿
病
を
持
病
と
し
て
い
る

人
、
強
い
近
視
が
あ
る
人
、
近
親

者
に
緑
内
障
患
者
が
い
る
場
合
は

定
期
的
な
検
査
は
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
目
の
奥
（
眼
底
）
を
詳

細
に
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体

の
血
管
状
態
も
把
握
で
き
ま
す
。

目
の
血
管
か
ら
得
ら
れ
る
医
療
情

報
は
多
く
、
動
脈
硬
化
で
は
進
行

状
態
も
わ
か
り
ま
す
。
眼
底
検
査

を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
で
、
生

活
習
慣
病
を
予
防
で
き
た
り
、
早

期
に
発
見
し
て
い
く
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

奥
を
検
査
し
、
網
膜
や
視
神
経
、

血
管
な
ど
を
調
べ
て
い
き
ま
す
。

動
脈
硬
化
も
わ
か
る

　

眼
底
検
査
に
よ
っ
て
発
見
で
き

る
目
の
病
気
に
は
、「
緑
内
障
」「
糖

尿
病
網
膜
症
」「
加
齢
黄
斑
変
性
」

　

眼
底
検
査
は
、
瞳
孔
を
開
か
せ

る
た
め
の
薬
を
点
眼
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
一
時
的
に
光
を

ま
ぶ
し
く
感
じ
た
り
、
目
が
見
え

に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
通
常
は
数
時
間
で
回
復
す
る

薬
で
す
。
開
い
た
瞳
孔
か
ら
目
の

　

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
項
目
に
「
眼
底
検
査
」
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
目
の
健
康
状
態
を
み
る
だ
け
で

な
く
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
に
役
立
ち
ま
す
。

視神経

網膜の血管

黄斑（中心窩）

視神経乳頭

網膜

眼球の断面

眼底検査

視神経乳頭 黄斑（中心窩）

康心会汐見台病院
眼科 科長

金田 英蘭 医師
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シニアホテル横浜西口シニアホテル横浜西口 TELTEL
横浜市神奈川区鶴屋町３-32-４

045-755-7200

住宅型有料老人ホーム

シニアホテル　西口 検索

実際に見る！
シニアホテル横浜西口の

居室を見たり、施設食を食べたりして、設備や独自のサービスを体感できます

食事体験付き見学会

施設の種類を知る！無  料
セミナー

６月14日（土）６月14日（土）14：00～15：4514：00～15：45

６月は毎週金・土・日

失敗しない老人ホームの選び方

◆ 老人ホームの種類別の違い
◆ 施設の費用を徹底解説！！！
◆ 施設選びの重要なポイントとは
◆ 知っておきたい医療と介護の密接な関係
◆ 説明書を読み解く術を身に付けよう！

要予約
参加無料10

名
限
定

〈６月14日（土）除く〉

要
予
約

オススメ！
超

限り！
当日

地下街
南12番出口
の利用が便利▲東京方面

横浜駅

首都高速

天理ビル

高島屋

地下街
南12番
出口

ヨドバシ
カメラ

鶴屋町３丁目

横浜ベイ
シェラトン

横浜駅
徒歩
８分
横浜駅
徒歩
８分

西口

A．はい。ダイヤモンド地下街や
高島屋がある「西口」まで徒歩８分です。
地下街の南１２番出口からだと
さらに近く感じると思います。

A．当ホームは、神奈川県を中心とする
医療系グループが運営母体です。住宅型であっても、
介護や看護のサービスが充実しております。

A．介護スタッフが
24時間365日
常駐しています。

A．利用した
介護保険サービスの分だけ、
費用をご負担いただく仕組みです。

シニアホテル横浜西口 徹底解説！！

研究費担当者を募集（所属・総務課）
「人のために生きる」未来の医療人を育成する大学でのお仕事です。

詳
細・ご
応
募
は
こ
ち
ら
▶

■ 学生の成長を肌で感じることができる職場
■ 研究に関する業務にご興味のある方は、ぜひご応募を！
■ 駅から徒歩圏内。シャトルバスの利用も可能。

大 学
事務職員

湘南医療大学
学校法人

湘南ふれあい学園 横浜市戸塚区上品濃16-48
〈最寄り /東戸塚駅〉

普通自動車免許
所有者は尚可

研究費業務経験者は優遇急募
綾瀬厚生病院ご応募・詳細看護師免許が不要のお仕事です ⬇

パートタイム
時 給

1300円～
医療費補助
 保育所
あり

ユニフォーム
貸与

無 料

車通勤OK
 駐車場

看護の現場を支え、患者さまを支える

看護助手

㈱フォーライフ企画0467-84-0167
時給UP
しました 詳しくはお電話で

訪問美容
病院や介護施設の方に、理美容サービスを提供するお仕事です。

横浜市内または湘南地域へ直行・直帰（10：00－17：00）

シ

ャ
ンプー カット

カ
ラ

ー パー
マ

2,100円 （総務課）同院
詳細は、下記へお問合せください。またはQRコードから内容をご確認ください。

045-827-2637 ht-hosp@fureai-g.or.jp

MSW
急募！急募！ ふれあい東戸塚ホスピタル

■ 社会福祉士の資格をお持ちの方
■ 保育所完備で、子育て世代も安心！
■ 東戸塚駅から楽々、無料バス通勤♪

書類 面接選考

安定の仕事
医療・介護 消防設備点検系施設での

（株）エフ.アンド.ユアライフ
本社所在地：神奈川県茅ヶ崎市円蔵370

☎0467-84-6680
FandY@fureai-g.or.jp

甲種消防設備士 
普通自動車免許

募集
会社

応募
先

必須経験により給与を考慮　　多数の資格所有者は厚遇！
046-233-5110

看護師または准看護師

保育園が無料！

車通勤もOK♪

医療法人社団 
さがみ野中央病院
 （相鉄線「さがみ野駅」から徒歩5分）

募  集

勤務地

いずれかの
免許必須

地域病院（さがみ野中央病院）の看護師募集

応募はお電話またはQRコードから応募はお電話またはQRコードから

◀

　

○
…
「
ス
コ
ー
プ
の
形
態
に
も

よ
り
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
患

者
さ
ま
の
体
に
苦
痛
が
と
も
な

わ
な
い
工
夫
を
常
に
考
え
て
い
ま

す
」。
上
部
（
食
道
や
胃
、
十
二

指
腸
）
と
下
部
（
大
腸
）
の
内

視
鏡
検
査
ま
た
は
治
療
を
担
当

し
て
い
ま
す
。「
か
つ
て
内
視
鏡

は
、
病
変
の
状
態
の
確
認
だ
け

を
主
目
的
と
さ
れ
、
診
断
に
は

病
理
検
査
が
必
要
で
、
そ
の
た

め
の
組
織
を
採
取
（
生
検
）
す

る
手
段
で
し
た
。
し
か
し
今
は

医
療
が
進
歩
し
、
拡
大
内
視
鏡

を
使
う
こ
と
で
病
理
検
査
に
出

さ
ず
と
も
、
内
視
鏡
担
当
医
が

病
変
を
診
断
で
き
た
り
、
ス
コ
ー

プ
の
先
端
に
備
わ
っ
て
い
る
機
器

を
駆
使
し
て
が
ん
の
切
除
も
で

き
ま
す
。
内
視
鏡
を
通
し
て
、

お
一
人
で
も
多
く
の
方
の
健
康
に

寄
与
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

○
…
年
に
１
２
０
０
件
近

く
を
担
当
し
て
い
る
現
在
で
す

が
、
内
視
鏡
と
は
予
期
せ
ぬ
出

会
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
免

疫
学
の
分
野
に
進
も
う
と
決
め

て
い
た
の
で
す
が
、
肝
臓
専
門

の
教
授
に
熱
の
こ
も
っ
た
勧
誘
を

受
け
て
。
そ
の
教
授
の
下
で
消

化
器
内
科
に
所
属
し
た
の
で
す

が
、
食
道
や
胃
十
二
指
腸
の
内

視
鏡
の
担
当
に
な
っ
た
こ
と
が
最

初
の
き
っ
か
け
で
す
」。
膵
臓
や

胆
管
な
ど
を
調
べ
る
内
視
鏡
（
Ｅ

Ｒ
Ｃ
Ｐ
）
の
ほ
か
、
拡
大
内
視

鏡
な
ど
の
進
歩
と
と
も
に
手
技

の
向
上
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

○
…
大
腸
治
療
で
は
、
浸
水

下
の
Ｅ
Ｍ
Ｒ
や
コ
ー
ル
ド
・
ポ
リ

ペ
ク
ト
ミ
ー
を
新
し
く
導
入
し
、

さ
ら
な
る
安
全
性
を
追
求
。「
患

者
さ
ま
第
一
」
の
姿
勢
を
懸
命

に
体
現
し
続
け
る
医
師
で
す
。

この「人」に聞く

     

内
視
鏡
の
潜
在
力
を

　
　
　
最
大
発
揮
さ
せ
る
治
療
手
技

田中 耕平 医師
 （たなか こうへい）　　　　

ふれあい横浜ホスピタル
【消化器内科】

日本消化器内視鏡学会 専門医
日本消化器病学会 消化器病専門医

   　　　　　　　　　　　　　       ほか

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

よ
り
安
全
性
の
高
い
内
視
鏡
治
療

取
材
協
力

　

消
化
器
の
内
視
鏡
治
療
を
担
当
し
て
い
る
「
ふ
れ

あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
田
中
耕
平
医
師
＝
今
号

「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
＝
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
貴
院
で
行
な
っ
て
い
る
、

日
帰
り
で
受
け
ら
れ
る
大
腸
ポ

リ
ー
プ
に
対
す
る
「
コ
ー
ル
ド
・

ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
」
や
「
浸
水
下

Ｅ
Ｍ
Ｒ
」
と
い
う
内
視
鏡
治
療
に

り
ま
す
。
こ
れ
が
粘
膜
に
と
ど
ま

ら
ず
、
そ
の
下
の
太
い
血
管
が
あ

る
粘
膜
下
層
に
ま
で
及
び
、
血
管

を
傷
付
け
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　
Ｑ
．
ポ
リ
ー
プ
は
、
切
除
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
現
在
、
国
内
の
が
ん
の
中

で
最
も
罹
患
数
が
多
い
の
は
、
大

腸
が
ん
で
す
。
大
腸
が
ん
の
死
亡

者
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
良
性
ポ

リ
ー
プ
の
状
態
で
発
見
し
、
切
除

し
て
い
く
こ
と
が
大
腸
が
ん
の
芽

を
摘
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
良
性

ポ
リ
ー
プ
の
う
ち
、「
腺
腫
」
は

前
が
ん
状
態
で
す
。
こ
れ
は
「
が

ん
に
な
る
力
を
も
っ
て
い
る
も

の
」
と
考
え
ら
れ
る
ポ
リ
ー
プ
で

す
。
当
院
の
大
腸
カ
メ
ラ
検
査
で

は
、
拡
大
内
視
鏡
を
用
い
て
お
り

ま
す
の
で
診
断
も
可
能
で
す
。
腹

部
の
心
配
事
は
当
院
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１
㈹

横
浜
市
中
区
万
代
町
２
の
３
の
３

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．「
コ
ー
ル
ド
・
ポ
リ
ペ
ク

ト
ミ
ー
」
は
、
内
視
鏡
の
先
か
ら

出
る
切
除
用
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
、
隆

起
し
た
病
変
部
に
輪
の
よ
う
に
か

け
て
、
根
元
を
縛
っ
て
電
流
を
流

さ
ず
に
切
除
す
る
方
法
で
す
。
通

常
の
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
で
は
電
流

を
流
し
て
絞
り
切
る
の
に
対
し
、

電
気
を
通
さ
な
い
方
法
な
の
で
、

粘
膜
下
層
に
及
ぶ
熱
損
傷
（
や
け

ど
）
な
ど
の
偶
発
症
を
避
け
ら
れ

る
治
療
で
す
。

　
「
浸
水
下
Ｅ
Ｍ
Ｒ
」
は
、
腸
管

内
へ
水
を
充
満
さ
せ
る
こ
と
で
悪

性
の
可
能
性
が
あ
る
病
変
を
切
除

し
や
す
い
状
態
に
す
る
方
法
で

す
。
粘
膜
下
層
を
含
む
内
視
鏡
治

療
で
起
こ
り
得
る
穿
孔
な
ど
の
リ

ス
ク
を
減
ら
し
、
安
全
性
を
高
め

る
治
療
で
す
。

　
Ｑ
．
な
ぜ
、
粘
膜
下
層
が
損
傷

す
る
の
は
良
く
な
い
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
良
性
ポ
リ
ー
プ
は
粘
膜
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
病
変
で
す
。
切

除
後
に
粘
膜
で
出
血
し
た
と
し
て

も
大
き
な
問
題
で
は
な
い
の
で
す

が
、
高
周
波
の
電
流
を
流
し
て
切

除
す
る
場
合
、
熱
を
使
っ
て
切
り

取
る
の
で
切
除
部
位
は
熱
傷
に
な

コールド・
ポリペクトミ

ー

浸水下
（アンダーウ

ォーター）

Ｅ
Ｍ
Ｒ（
粘
膜
切
除
術
）

ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー

生理食塩水を
注入する

浮いたような
状態にする

対象は主に
隆起した病変

病変部分を
隆起させたい

電気を通して
切除

電気を通さず
縛って切る

熱傷が粘膜下層に
及ばない

穿孔などの
危険が少ない

偶発症を
考えながら処置

偶発症を
考えながら処置

ポリープ

血管

粘膜

粘膜下層
筋層
漿膜

粘膜筋板

大腸の内側の層
2



入試事務室 nyushi@sums.ac.jp
045-821-0115学校法人

湘南ふれあい学園

学問を感じる。キャンパスを感じる。

オープンキャンパス
大学説明
模擬授業
入試説明

体験コーナー
学食ランチ体験

など など
10：00～
       15：0

010：00～
       15：0

0
６.14

Ｓ
Ａ
Ｔ

詳細・事前申込は
公式サイトから

薬学部　看護学科　理学療法学専攻　作業療法学専攻

植 栽植 栽
スタッフ募集スタッフ募集

年齢制限なし 時給116２円 パート（非常勤） 必要な資格なし

シニア応援！

ふれあいファーム
医療機関の敷地庭園や草花のお手入れ

☎ 0467-88-1263
 recruit@fureai-g.or.jp

経験者
優遇

詳しくは

まで！ 勤務地：戸塚区上品濃お電話でご応募ください。
（メールでもOK）

◆60歳まで（定年制のため） ◆社保完備、医療補助あり ◆経験者、管理栄養士 優遇
調理師または栄養士調理師または栄養士正社員

ワークライフバランスが良好！医療・介護施設でのお仕事です。

電
話
応
募

面 

接

採
用
手
続
き

現
場
へ
！

東戸塚エリア
または
横浜市内の
医療・介護系施設080（9455）2394

担当/タケシロ

（株）メディカルフーズ
会社所在地：茅ヶ崎市西久保500

書類選考なしで即、面接！

急募

ふれあい横浜ホスピタルふれあい横浜ホスピタル 関内駅
徒歩３分！

看護スタッフ
詳細・応募は
こちらから

新メンバー大募集新メンバー大募集

増床のため

看護補助者
（看護師免許なし）

看護師

連絡先☎　 045（681）5101病院
代表

日勤・夜勤
   ともに急募
看護補助

者

勤務時間は応相談
お気軽にご相談ください

勤務：磯子区,戸塚区,中区などの医療施設または学校での清掃業務　

わたしたちと一緒に働きませんか？

おそうじ好きさん！

パート
時給1162円

常 勤
要自動車免許

シニア活
躍

お問合せ…リード商会 清掃事業部　 080-7646-1764（菅原）

る
人
に
対
し
、
専
門
的
な
知
識
と

技
術
に
よ
っ
て
適
切
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
介
護
の
プ
ロ
を
養
成
し
て
い

ま
す
。
卒
業
生
の
多
く
は
介
護
福

祉
士
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
介

護
・
福
祉
の
分
野
は
社
会
に
必
要

不
可
欠
な
領
域
で
あ
り
、
そ
れ
を

仕
事
に
す
る
こ
と
に
対
し
、
本
校

で
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
主
体

的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
確
実
な

技
術
を
習
得
で
き
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
」

長
く
続
け
ら
れ
る
仕
事

　
「
本
校
の
多
く
の
卒
業
生
は
、

介
護
・
福
祉
の
専
門
職
員
と
し
て

働
く
魅
力
を
、『
将
来
的
に
安
定

し
て
い
る
』『
介
護
福
祉
士
と
し

　

町
田
駅
か
ら
徒
歩
１
分
に
あ
る

「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校
」
の
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹

介
し
ま
す
。

　
「
本
校
に
は
『
介
護
福
祉
学
科
』

が
あ
り
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い

将
来
性
あ
る「
介
護
福
祉
士
」

専
門
技
術
の
着
実
な
習
得

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

て
の
需
要
を
肌
で
感
じ
て
い
る
』

と
述
べ
、
本
校
で
身
に
付
け
た
介

護
技
術
や
専
門
知
識
が
就
業
現
場

で
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

介
護
福
祉
士
は
、
働
き
方
次
第

で
勤
務
時
間
な
ど
の
調
整
が
し
や

す
い
職
種
で
す
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
沿
っ
て
仕
事
を
続
け
や
す

く
、
ま
た
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に

仕
事
の
経
験
が
そ
の
ま
ま
人
生
に

活
か
せ
る
こ
と
も
、
や
り
が
い
に

つ
な
が
り
ま
す
。
結
婚
や
妊
娠
・

出
産
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ
ア
が
途
絶

え
た
と
し
て
も
、
一
度
手
に
し
た

介
護
の
資
格
や
技
術
は
、
常
に
社

会
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
で
し
ょ
う
」。

■
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校

神
奈
川
県
相
模
原
市
南
区
上
鶴
間

本
町
３
の
18
の
27

☎
０
４
２・７
４
４・９
７
１
１

Ｊ
Ｒ
町
田
駅
か
ら
徒
歩
１
分

車
椅
子
を
使
っ
た
介
護
実
習
の
様
子

ほ
か
、
看
護
師
の
職
業
体
験
も
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
校
の
ス

タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
て

い
ま
す
。

現
役
学
生
と
の
座
談
会
も

　
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

茅ヶ崎看護専門学校
神奈川県茅ヶ崎市今宿390
☎0467-86-6011

6月14日(土)
７月12日(土)・26日(土) 
 ８月５日(火)・23日(土) 詳細はこちら▲

学
校
説
明
会

全て 13
時
〜
16
時

看護学生
による学校生活の説明

聴診器の体験

1新
湘
南
Ｂ
Ｐ 茅ヶ崎駅

ココ
辻東 茅ヶ崎

市役所

北口

バス停

茅ヶ崎看護専門学校

本
校
の
１
・
２
年
生
が
、
参
加
者

と
お
話
し
し
た
り
触
れ
合
い
な
が

ら
学
校
生
活
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
年
の
近
い
在
校
生
な
ら
で
は

の
視
点
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
の

疑
問
に
答
え
て
い
き
ま
す
。

　

看
護
技
術
か
ら
、
在
校
生
と
本

音
で
話
せ
る
座
談
会
ま
で
、『
茅
ヶ

崎
看
護
専
門
学
校
』
を
余
す
こ
と

な
く
実
感
で
き
る
充
実
の
時
間
を

提
供
い
た
し
ま
す
の
で
、
看
護
の

仕
事
に
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
」。

　

今
年
度
の
入
学
者
の
中
に
は
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
在
校

生
と
の
触
れ
合
い
が
進
学
の
決
め

手
と
な
っ
た
学
生
も
多
く
、
看
護

師
を
目
指
し
て
い
る
先
輩
と
の
交

流
は
、
夢
に
近
づ
く
一
歩
と
な
り

ま
す
。
看
護
の
魅
力
は
、
茅
ヶ
崎

看
護
専
門
学
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
体
感
を
！

■
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
今
宿
３
９
０

☎
０
４
６
７・８
６・６
０
１
１

茅
ケ
崎
駅
か
ら
バ
ス「
辻
東
」下
車

看
護
の
仕
事
も
勉
強
も
！

体
感
で
き
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パス

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

　

ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
の
全
面
的

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
現

場
で
求
め
ら
れ
る
高
い
技
術
力
を

習
得
で
き
る
「
茅
ヶ
崎
看
護
専
門

学
校
」
で
は
、
今
年
度
も
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
学
校
説
明
や
個
別
相
談
の

入
所
・
通
所
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
可
能

退
所
後
ま
で
も
一
貫
サ
ポ
ー
ト

ヒ
ル
ズ
東
戸
塚

介
護
老
人
保
健
施
設

通
い
も
ス
ポ
ッ
ト
利
用
も
可
能

自
宅
介
護
と
の
併
用

在
宅
復
帰
後
の
利
用

　
「
ご
自
宅
に
復
帰
さ
れ
た
後
も
、

当
施
設
に
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
併
設
）

が
お
り
ま
す
の
で
、
在
宅
生
活
の

支
援
体
制
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
宅

か
ら
通
い
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら

れ
る
『
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
』
や
、
自
宅
介
護
に
よ
る
介
護

者
（
家
族
）
さ
ま
の
休
養
の
た
め

の
『
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
』
の
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

連
携
病
院
・
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚

ホ
ス
ピ
タ
ル
の
医
療
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
も
あ
り
、
安
心
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
る
環
境
を
提
供
し
て
お
り

ま
す
」。

■
ヒ
ル
ズ
東
戸
塚

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
０
㈹

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
７

活
が
困
難
で
中
長
期
的
な
入
所
を

希
望
し
て
い
る
方
な
ど
の
入
所
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

特
に
病
院
か
ら
退
院
さ
れ
た
ば

か
り
の
方
に
は
、
当
施
設
で
は
最

大
で
週
６
回
の
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供

が
可
能
で
す
」

十
分
な
支
援
生
活

　
「
当
施
設
で
お
出
し
し
て
い
る

食
事
は
、
入
所
者
さ
ま
に
適
切
な

栄
養
価
を
整
え
た
献
立
に
な
っ
て

い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
集
中
的
に
実
施
す
る
た
め

の
開
放
的
な
機
能
訓
練
室
を
設
け

て
い
ま
す
。
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
用
意
し
、心
身
の
回
復
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の
効
果
的

な
内
容
も
提
供
し
て
お
り
ま
す
」

　
「
当
施
設
で
は
、医
師
・
看
護
師
・

介
護
福
祉
士
・
理
学
療
法
士
・
作

業
療
法
士
・
管
理
栄
養
士
な
ど
の

医
療
者
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
心

身
状
態
に
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
方

に
、
専
門
的
な
ケ
ア
や
日
常
生
活

の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
か
ら
の
退
院
後
、
す
ぐ
に

自
宅
で
生
活
す
る
の
に
は
不
安
が

あ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
か
ら

在
宅
復
帰
し
た
い
方
や
、
在
宅
生

　

介
護
老
人
保
健
施
設「
ヒ
ル
ズ
東
戸
塚
」の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
、
リ
ハ
ビ
リ
や
施
設
の
特
徴
に
つ
い
て
の

お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

ポ
ー
ト
の
た
め
に
、
病
院
ス
タ
ッ

フ
と
同
じ
よ
う
な
医
療
者
（
医
師

／
看
護
師
／
リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
／

介
護
士
な
ど
）
が
所
属
し
て
い
ま

す
。

入
所
だ
け
で
は
な
い

　

起
床
か
ら
就
寝
ま
で
の
丸
一
日

の
生
活
行
動
の
全
て
に
わ
た
っ
て

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
「
入
所
」
の

利
用
の
ほ
か
、
日
帰
り
で
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
を
受
け
る
タ
イ
プ
の
「
通

所
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）」、

短
期
間
の
入
所
に
よ
っ
て
そ
の

都
度
、
必
要
な
ケ
ア
を
受
け
る

「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
な
ど
、
複

数
の
種
類
を
用
意
し
て
い
る
老
健

が
あ
り
ま
す
。

護
・
介
護
の
専
門
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
の
た
め
に

利
用
す
る
施
設
で
す
。
日
常
生
活

動
作
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
を
回
復
さ
せ
て
、

自
宅
で
安
心
感
あ
る
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の

支
援
を
受
け
ま
す
。

　

病
気
や
け
が
の
治
療
は
病

院
で
行
な
う
一
方
、
老
健
で

は
、
そ
の
後
の
心
身
の
回
復

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

自
宅
生
活
へ
の
効
果
的
な
サ

　

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
通

称
「
老
健
（
ろ
う
け
ん
）」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
身
体
機
能
な
ど

に
不
安
を
抱
え
る
高
齢
者
が
、
看

施設に寝泊まりして
サービスを受ける
■ 入所
■ ショートステイ

自宅から通って
サービスを受ける
通所リハビリ
テーション

階
段
昇
降
訓
練
の
様
子

リハビリを兼ねたレクリエーション

3



横浜新道

品濃橋

上品濃公園 湘南医療大

老健

西口

会場
ココ

病院バス
乗り場（拡大図左）

東戸塚駅

東急
ストア 西口

東戸塚駅

サイゼリヤ
松屋

東戸塚西口
プラザ

年金
事務所

駐輪場

積水
ハウス

コンビニ

参加には、事前予約が必要（７名未満の場合は中止）

東戸塚駅西口から
無料病院バス５分

徒歩では駅から1５分

ふれあい東戸塚ホスピタル
２階 会議室

マスク着用・手指消毒など、感染対策にご協力ください

会
場

西口拡大図

病院バス乗り場

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045ｰ827ｰ2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

お問合せ・ご予約

　「介護サービス」と一言にいっても、訪問・
通所・宿泊・福祉用具・住宅改修など幅広
く、20種類以上も存在します。特色によって
さらに枝分かれするものもあります。この多
岐にわたるサービスについて、介護支援の
専門員がわかりやすく解説します。

あなたに合った介護サービスの選び方
事前予約の上、会場にて聴講参加方法

６月26日（木）13:00～14:00日 時

ケアマネジャー甲斐上 学
ふれあい東戸塚ホスピタル講 

師

医学講座完全予約・無料２０名

サイトから
事前申込みを

WEB参加

電話予約20名まで

ふれあい鶴見ホスピタル
１階 会議室

会場参加

会場ココ

新子安駅
京急線

池
谷
戸

JR

1
会場（病院）行き
無料バス
乗り場

公園

首
都
高
速

★

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045ｰ586ｰ1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾４ｰ４ｰ22

お問合せ・ご予約

　日本人の死因で多い「心疾患」。その中
で、心不全は約40％を占めています。心不
全が原因で起こる息切れや動悸などは、日
常生活に支障をきたします。医学博士であ
る当院の田草川院長が、心不全の解説と
予防方法をわかりやすくお伝えします。

心不全とは？心不全を知って予防しよう！
会場またはWEB（事前予約制）参加方法

６月25日（水）13:00～14:00日 時 講 

師
院長田草川 正弘

循環器内科
ふれあい鶴見ホスピタル

医学講座 どなたも参加無料

週２日から可♪
経験によって
常勤登用も

ユニフォーム貸与
医療費の補助
交通費支給あり

多種にわたる
専門病棟での
勤務は実力に！

子育て
ママさん
OK

堅実な
医療の
職場 キャリア

を積む

康心会汐見台病院
磯子区汐見台1-６-５

（担当／総務課）
045-761-3581

看護補助者を募集

▲詳細・ご応募は
　こちらからも

経験・保有資格に応じて優遇
時給1,300円～

一般病棟、回復期リハビリ病棟、障害者病棟、
産婦人科病棟などの専門病棟をもち、
急性期～回復期～慢性期の幅広い医療を実現した
ケアミックス型の総合病院です。 　

一次選考：書類

応募先（勤務地）

横浜市泉区中田南4-3-23
市営地下鉄「中田駅」から徒歩5分

045-803-3221
fcl-izumi@fureai-g.or.jp

選考方法
書類選考
面接

人物重視で採用します！

ふれあいクリニック泉 総務課（事務）月給23万円～
〈経験10年例〉事務

常勤スタッフ募集！
（医療業界の経験不問）

30代
活躍中！

勘違いが多い

腹囲＝メタボではない！
血糖・血圧・脂質の異常も

ふれあい東戸塚ホスピタル

特定健診の受付開始
受診券の利用で無料

た
め
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
受
診
当
日
は
同
院
の
受
付

カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
、
特
定
健
診
の

受
診
券
と
、
問
診
票
（
事
前
に
記

入
が
必
要
）、
健
康
保
険
証
を
提

出
し
ま
す
。
こ
れ
が
済
み
次
第
、

健
康
診
断
が
始
ま
り
ま
す
。
所
要

時
間
は
40
分
か
ら
１
時
間
程
度
で

す
。異

常
は
迅
速
に
専
門
診
察
へ

　

結
果
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合

は
、
同
院
の
専
門
診
察
（
ま
た
は

必
要
に
応
じ
て
他
院
の
紹
介
）
に

つ
な
げ
、
迅
速
に
早
期
治
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

■
取
材
協
力

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７
㈹

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

東
戸
塚
駅
西
口
か
ら
無
料
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
中

診
」
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
を
対
象

に
し
た
健
康
診
断
で
、
横
浜
市
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
自
治
体

や
保
険
者
か
ら
配
布
さ
れ
る
「
受

診
券
」
を
利
用
す
る
と
、
自
己
負

担
金
な
し
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
75
歳
以
上
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
）
に
は
「
後

期
高
齢
者
健
康
診
査
」
が
あ
り
、

こ
ち
ら
も
同
院
で
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
横
浜
市
在
住
者
を
対
象

に
し
た
「
が
ん
検
診
」（
胃
／
大

腸
／
前
立
腺
）
と
、「
肝
炎
検
査
」

も
受
け
ら
れ
ま
す
（
一
部
自
己
負

担
金
あ
り
）。
こ
れ
ら
の
検
診
も
、

横
浜
市
の
実
施
医
療
機
関
と
し
て

同
院
が
指
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。

事
前
申
し
込
み
が
必
要

　

同
院
の
健
康
診
断
は
予
約
制
の

　

地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚

ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
受
診
券
を

使
っ
て
今
年
度
も
特
定
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
は
40
歳
以
上

　

同
院
で
受
け
ら
れ
る
「
特
定
健

状
態
を
何
と
呼
ぶ
か
と
い
う
と
、

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

（
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）
で
す
。
通

称
メ
タ
ボ
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

で
、
腹
囲
サ
イ
ズ
ば
か
り
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
が
、【
基
準
値
以

上
の
腹
囲
】
に
加
え
て
【
高
血
糖
】

【
高
血
圧
】【
脂
質
異
常
】
の
う
ち
、

２
つ
以
上
を
併
せ
も
つ
状
態
を
指

し
ま
す
。

卒
中
」
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
前
で
止
め
る

　

生
活
習
慣
病
に
な
る
前
の
段
階

で
食
い
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す

が
、
そ
の
状
態
は
、
内
臓
脂
肪
の

過
剰
や
脂
質
の
異
常
値
、
ま
た
は

高
い
血
糖
値
や
血
圧
値
と
密
接
な

関
係
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
発
見
、

ま
た
は
予
防
す
る
た
め
の
健
康
診

断
が
「
特
定
健
康
診
査
」
で
あ
り
、

国
が
国
民
に
受
診
を
奨
励
し
、
地

域
の
指
定
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
過
剰
な
内
臓
脂
肪
や
、

高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
と

い
う
、
生
活
習
慣
病
に
な
る
前
の

　

生
活
習
慣
病
と
は
、
偏
っ
た
食

生
活
や
睡
眠
・
運
動
不
足
、
喫
煙

な
ど
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
病
気

を
指
し
、「
が
ん
」「
心
臓
病
」「
脳

これだけ
ではない！

➕

高血糖

高血圧

腹囲脂質異常

プラス

２つ以上
でメタボ

ふれあい
東戸塚ホスピタル
ふれあい
東戸塚ホスピタル
横浜市戸塚区上品濃16-8横浜市戸塚区上品濃16-8
☎０４５‒８２７‒２６３７

東戸塚駅西口
から

無料バス５分

横浜新道

品濃橋東戸塚駅

湘南医療大学

西口

無料バス
乗り場

病院ココ

事
前
予
約

受
診
当
日９

時
〜
16
時
半（
日
祝
除
く
）

特
定
健
診
の
受
診
券

問
診
票（
事
前
に
ご
記
入
を
）

健
康
保
険
証

医
師
に
よ
る
診
察

採
血
検
査
な
ど

（
医
師
の
判
断
で
項
目
変
更
も
）

☎
０
４
５‒

８
２
７‒

２
６
３
７

受
付
に
て
提
出

健
診
結
果

特
定
健
診
の
受
診

一
週
間
程
度
で
判
明

　
　健
康
診
断      

　
　 検
診（
市
内
在
住
者
）肝炎検査

前立腺がん検診

大腸がん検診

胃がん検診

後期高齢者
健康診査

特定健診 40～74歳

未受診者

50歳以上
70歳以上

40歳以上

50歳以上
70歳以上

75歳以上

受診券、
国民健康保険者証

横浜市の在住証明

国民健康保険者証

国民健康保険者証

国民健康保険者証

後期高齢者
医療保険者証

   2,500円
     な し

   1,000円
     な し

   なし

   なし

   なし

   なし

対 象　    費 用　  必要なもの

ふれあい東戸塚ホスピタルふれあい東戸塚ホスピタル

健康診断・検診のお知らせ健康診断・検診のお知らせ

特定健診の受診の流れ

イコール

知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
大
き
く
違
う

脳
梗
塞
に
も
前
兆
が
あ
る
　

　
　
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

   

「
脳
神
経
に
強
い
」病
院
と
し
て
の
専
門
診
療

物
忘
れ
の
鑑
別
、神
経
分
野
と
の
連
携
ま
で

チ
ー
ム
医
療
で
リ
ハ
ビ
リ
も

　

同
院
に
は
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
も
あ
り
、
脳

卒
中
の
後
遺
症
な
ど
に
必
要
な
リ

ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
、
脳
神
経
領
域

の
医
師
や
リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
な
ど

の
多
職
種
が
連
携
し
な
が
ら
、
患

者
の
回
復
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

脳
や
神
経
に
関
す
る
お
悩
み
・

不
安
、
専
門
検
査
は
、
ふ
れ
あ
い

鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
☎︎
０
４
５
・

５
８
６
・
１
７
１
７
）
に
相
談
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

門
医
が
検
査
内
容
を
読
影
診
断
し

て
い
ま
す
。
詳
細
な
脳
の
状
態
を

医
師
が
診
る
の
で
、
脳
ド
ッ
ク
は

脳
卒
中
の
予
防
に
効
果
的
で
す
。

　

神
経
内
科
で
は
、
頭
痛
／
判
断

力
の
低
下
／
体
の
異
常
な
運
動
／

歩
行
障
害
／
筋
力
の
低
下
や
麻ま

ひ痺

／
ろ
れ
つ
障
害
／
感
覚
障
害
等
の

診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

脳
神
経
外
科
で
は
、
頭
部
外
傷
／

嘔お
う
き気
・
嘔お
う
と吐
／
け
い
れ
ん
発
作
／

め
ま
い
等
の
外
来
診
察
の
ほ
か
、

も
の
忘
れ
の
検
査
や
専
門
診
察
を

行
な
う
「
物
忘
れ
専
門
外
来
」
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、同
院
の「
脳
ド
ッ
ク
」（
３

コ
ー
ス
）
は
、
脳
神
経
外
科
の
専

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、「
脳
神
経
外

科
」「
神
経
内
科
」
の
専
門
医
師
が
、
連
携
し
て
外

来
診
療
や
病
棟
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

数
分
で
消
え
て
い
く
か
ら

　

し
か
し
そ
の
前
兆
と
い
え
る
症

状
は
、
ほ
と
ん
ど
が
５
～
15
分
ほ

ど
で
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
数
分

の
出
来
事
な
の
で
、
軽
く
考
え
て

検
査
や
治
療
を
受
け
ず
そ
の
ま
ま

に
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
に
本
格

的
な
脳
梗
塞
を
発
症
す
る
と
い
う

ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

前
兆
か
ら
発
症
ま
で
の
時
間
に
も

個
人
差
が
あ
り
、
数
時
間
後
に
発

症
す
る
人
も
い
れ
ば
、
数
カ
月
後

の
忘
れ
た
頃
に
発
症
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

少
し
で
も
気
に
な
る
症
状
や
、

体
の
変
化
・
違
和
感
が
あ
る
時
は
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
で
専
門
的
な
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
最
大
の
予
防

に
な
り
ま
す
。

で
す
。

　

脳
卒
中
は
、「
あ
る
日
突
然
、

発
症
す
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

前
兆
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
特
に
脳
梗
塞
は
、
日
頃
の
注

意
に
よ
っ
て
気
付
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
＝
左
表
。

　

脳
卒
中
は
、「
脳
梗
塞
」「
脳
出

血
」「
く
も
膜
下
出
血
」
な
ど
の

脳
の
血
管
障
害
の
総
称
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
脳
の
血
管
が
詰

ま
る
の
が
「
脳
梗
塞
」、
脳
の
血

管
が
破
け
て
出
血
す
る
の
が
「
脳

出
血
」、
く
も
膜
の
下
に
出
血
を

き
た
す
の
が
「
く
も
膜
下
出
血
」

　

突
然
、
発
症
し
た
よ
う
に
み
え
る
「
脳
梗
塞
」
に

も
、
実
は
前
兆
と
思
え
る
症
状
が
あ
り
ま
す
。
該
当

す
る
症
状
は
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

５～１５分で
消えたら危険

かも⁉かも⁉

すぐに検査！！！

● 手や足の力が急に
　抜ける
● 片方の手や足が
　しびれたり、
　動きにくい
● 片方の目が一時的
　に見えにくくなる
● ろれつが回らなく
　なったり、言葉が
　出てこない

こんな
症状は 脳梗塞の

前兆

キ
リ
ト
リ

ふれあい鶴見ホスピタル
脳神経外科

石井 映幸 副院長

ふれあい鶴見ホスピタル
脳神経外科 外来医長
土屋 喜照 医師

ふれあい鶴見ホスピタル
神経内科

馬場 泰尚 医師

取材協力

⁉

横浜版
2025年５月
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